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国立大学法人東京芸術大学

差　　　額
（決算－予算）

 収入 　 　 　

運営費交付金 5,035 5,230 195 （注３）

施設整備費補助金 758 795 36 （注４）

施設整備資金貸付金償還時補助金 - - -

補助金等収入 - 2 2 （注５）

国立大学財務・経営センター施設費交付金 26 26 0

自己収入 2,138 2,214 76 　

授業料、入学料及び検定料収入 1,984 2,034 50 （注６）

財産処分収入 - - -

雑収入 153 179 26 （注７）

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 440 506 66 （注８）

長期借入金収入 - - -

目的積立金取崩 110 71 △ 38 （注９）

計 8,508 8,847 338

 支出

業務費 6,242 6,134 △ 107 （注１）・（注10）

教育研究経費 6,242 6,134 △ 107

診療経費 - - -

一般管理費 1,041 1,187 146 （注10）

施設整備費 784 821 36 （注11）

補助金等 - 2 2 （注12）

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 440 430 △ 10 （注２）・（注13）

長期借入金償還金 - - -

計 8,508 8,576 68

収入－支出 0 270 270

○損益計算書の計上金額と決算金額の集計区分の相違の概要

（注１）損益計算書に計上されている役員人件費，教員人件費及び職員人件費は，決算報告書上，教育研究経費又は一般
管理費に含めて表示されています。その概要は以下のとおりであります。
　　　教育研究経費に含めて表示されているもの
　　　　　教員人件費　　　　3,929百万円
　　　　　職員人件費　　　  　460百万円
　　　一般管理費に含めて表示されているもの
　　　　　役員人件費　　　  　124百万円
　　　　　職員人件費　　　  　492百万円

（注２）寄附金に係る経費は，固定資産取得に係るものを除き損益計算書上，それぞれの経費として計上されています
が，決算報告書上，産学連携等研究経費及び寄附金事業費等に表示されています。その概要は以下のとおりであります。
　　　教育経費　　　　　　　　 37百万円
　　　研究経費　　　　　　　　 54百万円
　　　教育研究支援経費　   　　 4百万円
　　　教員人件費　 　　　　 　 13百万円
　　　職員人件費　　　　　 　　21百万円
　　　一般管理費　　　　　 　  23百万円
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○予算と決算の差異について

（注３）運営費交付金については、前年度から繰り越された金額が増加したため、予算金額に比して決算金額が195百万円
多額となっております。

（注12）（注５）に示した理由等により，予算金額に比して決算金額が2百万円多額となっております。

（注７）雑収入については，補助金間接経費（科研費）収入の増加より，予算金額に比して決算金額が30百万円多額と
なっております。

（注８）寄附金収入の獲得に努めたため，予算金額に比して決算金額が66百万円多額となっております。

（注10）業務費及び一般管理費については，光熱水料の値上げ等により，予算金額に比して決算金額が41百万円増額と
なっております。

（注４）施設整備費補助金の予算額及び決算額については，前年度よりの繰越金を含んでおります。また，決算額には当
年度の耐震事業費及び災害復旧事業費の交付を受けており、耐震事業費については一部執行し、災害復旧事業費について
は全額執行したため，予算金額に比して決算金額が36百万円多額となっております。

（注５）予算段階では予定していなかった大学改革推進等補助金の交付を受けたため，予算金額に比して決算金額が2百万
円多額となっております。

（注６）授業料，入学料及び検定料収入については，期末前受授業料等の増加により，予算金額に比して決算金額が50百
万円増額となっております。

（注９）目的積立金取崩については，経費の節減及び計画の見直しにより，予算金額に比して決算金額が38百万円少額と
なっております。

（注11）（注４）に示した理由等により，予算金額に比して決算金額が36百万円多額となっております。

（注13） 受託研究費の翌年度への繰延べに伴い，予算金額に比して決算金額が10百万円少額となっております。




